
 

初動を迷わず行うための、民事弁護マニュアル 

 

このたび、「若手弁護士のための民事弁護 初動対応の実務」と題する

書籍を日本能率協会マネジメントセンター様から上梓させていただきま

した。 

７月上旬には、Amazon 書籍ランキング・ビジネス法入門カテゴリー

にて、ベストセラー１位となるなど、好評を頂いております。 

本書は「若手弁護士のための民事弁護マニュアル」というコンセプト

で作成し、法律相談、訴訟、解決までを時系列に沿った各プロセスの方

針選択と、懲戒の対象となりうる行為の留意点を解説しております。 

相談前になかなか時間が取れない方も、即座に確認でき、初動を迷わ

ず行えるような内容をまとめております。民事訴訟対策として、是非ご

一読下さい。 
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